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建築工業生産化のためのモデュール（標準数）

の確立について

池　　辺 陽

　1．建築の近代化とモデュール

　日本の伝統的な建築は6尺・3尺という標準の寸法で

長い間つくられてきた．建築の面積は一坪という単位で

測られ，家の中には6尺×3尺（厳密には少し違う）の

タタミが敷きつめられ，障子も建具もまたこれに従った

寸法でつくられている．

　このことは日本人にとっては完全に習慣化していて，

だれも不思議に思わない．しかしこれはヨーロッパの近

代の建築家の眼には驚異的なものとして写った．日本の

伝統的な建築の規格化された美しさというものをすでに

1920年ごろよりヨーロッパの建築が何度となく取り上げ

ているのを当時の外国雑誌その他で見ることができる．

　外国の建築家たちが日本の古典建築に眼をとめたの

は，単にそれらの建築が美しかったからだけではない．

ちょうど彼等が新しく必要としていたものを，明らかに

亦したからである．もともとヨーロッパの建築は煉瓦や

石を主材料として発達してきた．ところが近代工業の産

物である鉄やコンクリ・一ト，大きなガラスなどが建築材

料として使用できるようになった時，煉瓦造とは構造力

学的な意味も異なるこれらの材をどう使うか，というこ

とに悩んでいた時であった．架構式の木造構築にシンプ

ルに規格化された日本の古典建築の持つ要素は，その解

答として十分なものであった．こうして日本の建築は近

代工業化のために大きな役に立ったのであり，その中心

となった問題は6尺・1問を単位としてつくられる，と

いう規格寸法の問題であった，このことはやはり新しい

建築材料である合板類，アスベスト製品などのサイズ

が，タタミ寸法などと似ている点からも理解されること

であろう．

　しかしヨーロッパにおいて日本のタタミの寸法などに

匹敵する規準寸法がなかったかといえば誤りである．そ

れは煉瓦一個の寸法である．壁の厚さも部屋の大きさも

煉瓦何枚で規定されている，しかしその単位はいうまで

もなく小さいので，比較的大きなサイズでつくられるこ

とが多い近代的材料を規定するわけにはゆかない，

　しかし，この煉瓦やその他の小さい材料の寸法と大き

い寸法とは，実際の建築の中ではどこかに関係付けられ

る必然性があり，新しい多くの材料に対して一貫した寸

法系列をつくり出す必要が生じてきた．煉瓦一個の大き

さとタタミ寸法とを結び付けようと云った考えである．

　この建築材料や部品全体に適用できる寸法の系列がモ

デュール（Module）である・そしてModuleは寸法の

系列であるという意味で，いわゆるStandardとは区別

される．おのおのの材料や部品，あるいは部屋の大きさ

等のStandardをきめるものとの系列である．　Module

の中からそれぞれの必要に応じたStandardが定められ

るのである．

　2．　モデュールの世界的発展

　Moduleはいわば一般的尺度の建築的性格付け，とで

も云ったら適切だろうか・Moduleという言葉はもとも

とラテン語のModulusからつくられた言葉であるが，

Modulusは柱の直径を意味しており，他の建築部分を

この柱の大きさを基準にしてきめてゆく，という建築法

であった．この方法に類似したものに日本の木割法があ

る．木割は柱の間隔を基準にして，柱の太さからすべて

の建築寸法を決定してゆくもので，室町，桃山時代に発

達したものである．Moduleという言葉の意味にはこう

した古典的な建築寸法規定を，現代の工業的材料の上に「

つくり出そうという意味を持っている．

　Moduleが建築界で大きな問題になり出したのは，第

二次世界戦争前後のことであった，戦後各国にその具体

的な動きがあらわれ，イギリスにはModuler　Society

が設立され，ドイツではDINで建築標準数を決定し

た．アメリカでもこの運動が盛んであり，フランスの有

名な建築家ル・コルビジュエはModulorと名付けた独

特のModuleを発表して，かれの作品のすべてがこの

Modulorによっていることを示し，　Moduleの建築的意

義について明確な例証をつくった．

　その他，各国において多くの研究実験が続けられてお

り，特にヨーロッパにおいてはEPA（European　Pro－

ductivity　Agency）において1954年以来各国協同の研

究が開始され，そのリボ・・一一トが1956年に発表され，

Moduleがすでに一国の問題ではなく，得国共通のもので

あることを示した・そしてこのことはModuleが近代工

業を基盤とする建築の確立を目ざしている限り，当然す

ぎる結論と言えよう．ソヴィエトにおいてはまたその国

家機構を通じてModule決定がすぐに，大規模なアパー

トその他の建設に結び付いて進められている．　　　　－

　3・伝統的なModuleを持っていた日本ではどうで

　　　あったか
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　まず行われた主張は3尺を1mとして建築をつくろ

う，という動きであった．これは昭和初期から特に強く

運動された．この主張の根拠には，3尺単位は小さすぎ

ること，m整数値はmetre法に対して特にすぐれてい

ること，の2点が目立っていた．事実3尺単位が小さす

ぎることは，日本人の身長の変化の点から考えても，ま

だ現にタタミ寸法も関西の京間（6・3尺×3・15尺）の

存在を考えてみてもたしかなようである．しかしこの主

張は従来のタタミ寸法の是正を主張した点が強く，前に

のぺたような，建築材料や，生産システム等について掘

下げが不足していたため，近代的な意味での建築生産の

寸法単位としては発展しなかった．

　そしてこれらのこととは関係なしに，新しい材料の生

産は発展した．合板類，セメント板，金属，ガラス，コ

ンクリートブロック等，それまで日本の建築に存在しな

かった材料が数限りなく生れ，それらの材料の寸法はあ

るものは日本の伝統的な6尺，3尺に，あるものはアメ

リカ，イギリスのフィート規格に，あるものはまた全く

別の規格に，というようにそれぞれの勝手な寸法が生れ

たのである．それらの整理にいままでもいろいろな試み

が考えられたが，具体的に進行せず，規格はますます混

乱するままに置かれている，といっても過言ではない．

世界の近代的な建築寸法の基本に大きな影響を与えた日

本が，いまや完全にこの面で世界の進歩におくれたので

ある．3尺を1mにおきかえることだけでは問題が解決

しないことがはっきり意識されたのは，戦争後のことで

あった．そしてModuleの研究が始められた・2年前に

建築学会の設計基準委員会にモデュール分科会が設置さ

れ，近代建築生産に適合したモデュ・・一ル設置の運動は，

現在ようやく本格化の段階にある．

　4．　モデュールの必要条件とシステム

　モデュ・・一ルはあるシステムをもった数列であるが，そ

の数値は建築材料から部品，部屋の大きさ，柱間隔等，

場合によって街区の大きさから，都市計画の基準に至る

まで，一貫して適応できるもの

でなければならない．これらの

寸法は考えようによっては無限

にあり，一方に生産の立場から

考えるならば，モデュールの構

成は簡単なものほどよいという

ことになる．

　一般にモデュー一ルが要求され

る要素は次の四点である．

　1．モデュールに定められた

　　寸法は実際の使用目的に適

　　合したものでなければなら

　　ない．

　2・　それぞれの材料，部品の

　　生産システムに適合しなければならない．

　3・　それぞれの材料，部品の力学的条件を満足しなけ

　　ればならない．

　4．っくられた建築は，美学的条件を満足しなければ

　　ならない．

　以上の諸点をめぐって前に述べたように，現在多くの

モデュールが提案され，実施されている．それを大きく

分類すると，等差数列的モデュールと等比数列的モデュ

ー一・一汲ﾉ分けることができる．

　等差数列的モデューaルとは日本の6尺（1問単位）の

ように，ある基本数値が決まっていれば，後の寸法はす

べてその倍数であればよいとするもので，metre法そ

のものも等差数列的と考えることができる．この等差数

列的モデュールの場合には，その基準単位（基礎モデュ

ール）の決定が一一as重要である．現在各国で実施してい

る建築モデュールではこの等差数列モデュールが多い．

　そのもっとも代表的なものはアメリカ，イギリスなど

の行なっている煉瓦寸法を規準とするものである．前に

も述べたようにこれらの国では，もともと煉瓦造が建築

の主体であり，現在でも，ちょうど日本の木造のよう

に，まだ支配的な材料である．しかし煉瓦一個の大きさ

は一国の中でもまちまちであった．そこで煉瓦寸法をま

ず厳密に規定し，それを基礎モデュールとして，他の建

築材料の寸法を決定してゆこう，という方法である．

　この方法はもっとも実施しやすく，単純な方法であ

る．煉瓦の大きさは小さく（現在アメリカ，イギリスで

は4吋（ほぼ10cm）を基準とし，ドイツには12・5cm

（1mのY8）のものもある・），前に述べた使い方等の諸

条件には，煉瓦何枚分で多く対応し得るからである．

　しかしこの欠陥は大きな寸法が決めにくいことであ

る，始めにも述べたように近代的な建築材料の多くは，

煉瓦に比ぺてはるかにそのサイズは大きく，モデュール

が必要とされる点も，これらの寸法の規正にあるのに，

煉瓦寸法の決定だけでは，その意義は半減されてしま

煉瓦の大きさから割出された最小寸法のアメリカのモデュール（右）と，

その用例（左二つ）

　　　　　　　　第1図　アメリカの吋モデュール
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う．

　そこでこのモデュー

ルでは基礎モデュール

の上に，なんらかの大

きな単位　（Overmod－

uleと呼ぶ）が必要と

される．ちょうどme－

tre法にm，　cm，　mm

の単位があるようなも

のである．ところがこ

のOvermoduleの決

定には，使い方，力

学的条件，生産条件，

美学的条件などのすべ

てが関係してくるため

に，決定は非常にむず

かしい．事実アメリカ

でもこの数値では48

そ1温踏繍癒撫，吋と4・吋両論があり

　もの・黄金比の比例をつくる゜　　　EPAの会議において

第2図　ル・コルビユジエモ　　も基礎モデュールを

　　　　デュロール　　　　　　　　　　　　　　10cmにおく，　という
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第2表ルナール数（JIS　Z　8601）

基本数列の標準数
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決定を見ただけでOver－

moduleについては結論

に達しなかった．

　このOvermoduleの決

定は別な立場で見るなら

ば，Moduleを何進法で

まとめるか，ということ

を意味する，48吋は12

進法であり，40吋は10

進法である．このことに

ついては後で述べるが，

モデュールの理論として

は，何進法にするか，と

いう問題は，非常に多く

の解決しなければならな

い点を含んでいるのでは

ないだろうか．

　5．　等比数列的

　　　　モデュール

　等比数列的モデュール

は基礎モデュールより

も，全体のシステムがよ

り重要な問題となる．ど

のような比例関係を持っ

た数列を選ぶかは等差数

列の場合の大きな単位の

周題が，等比では同時に

決定されるだけに，その

決定はむずかしいが，理

論的には等差数列よりは

るかにすぐれた性質を持

っている．

　いうまでもなく工業に

必要な寸法は，小さい単

位ではわずかの数字が問

題になり，大きな寸法に

なるほど，わずかな差は

問題ではない．イスの高

さの1cm　2　cmの違い

は使い方にすぐ影響する

が，天井の高さではそれ

は問題にならないといっ

た問題である．そしてこ

のことは建築以外の分野

でも，一・般的に共通な事柄であり，等比数列はこの要求

に適合するように，必然的に小さい数値には細かな刻み

を，大きい数値にはあらい刻みを与えているが，等差数

列では大単位を導入するにしても，rその間に不連続が生
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　第3表GMの標隼モデ・一・レ　　　　　　　展開Lたものであり・
X．，－2il＋2”一・Pt＋2門’2P・＋2”－sp3　　　（n＝M数・P・P・．P・＝Oまセは1）（単位GM）　それに全数列が巻の関

、、　　　PIPsPl
　　　　　　　OO，0，　　　0，0，1．
　　　．．．＼1

0，1，0，
墨VO．1L

・。。・ m…1・…。 1，11

o，09375

0，IS75
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075

1係を持つ数列二つを組
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OO625

0125

0．25

050

　　1
　　2
　　4
　　8
　　16
　　32
　　64
　　12S

　　256

　　512

　1024

007SI25

0，15625

0．3125

0．625

1，125　　　　1．Z5

2，25　　　25

4．5

　9
18

36

72

ユ44

288

576

1152

160

320

640

128e

1375　　　15
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003125

00625

0125

0．25

0，5

　　1
　　2
　　4
　　8
　　16
　　32
　　64
　　128

　　256

み合せたものである

〔築2図）．　この数列

でば数値間の関係は黄

金比　（1．618）になる

ので，Modulor（黄金

モデューJレ）と名伺け

られている．

　実際の数列の関係で

はこのModulorとル

ナール数とCk数通の

性質の多くを持ってい

鋤

㎜

㎜

㎜

ずる，

　等比数列のモデュールですでに世界で承認されている

ものにルナール数がある．二れは10進法と等比とを結合

さL）た点にそのユ；一クがあり，現在ISOで承認され，

日本でも標準数（JIS　IZ　8601）として工業のモデ；一ノレと

して使われ始めているので，ここで詳しくは触れない．

　建築の等比モデ＝一ルとしてはル・コルビュシエのモ

デュロールが目立った存在である．これは人間の手を

あげた寸法の標準2260　（標準であるので実際よりはや

や大きい）基礎モデュールとして，それをブイボナチで

4

㎜

LR居　間BR・寝　室DR・食　事　K・台　所BT’風呂・便所T・便　所B：風　呂

　　　第3図　生猛空間のKey　Tableによるチェック：番号は住居番号を示す

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る．

　現在日本でもこのモデュロールを理諭的に追究し，ま

た実際の建築設計に使用することは，数人の建築家によ

って進められている，また現在東京上野に工事中の松方

コレクションの建築は，ル・コルビュジエの原設計によ

っており，い5までもなくモデュロー’レを使用している

ので，この建築ができ上った時，モテユロールの検討は

さらに進められるであろうと期待されている．

　6．　GMモデュールについて

　わたしの研究室で現在実験中のモテユールに、等差数

司
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　　　　　　　　　　　　　　　：

人体動作のモジz一ルの1例（グリッド8cm）
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第5図　衣類入れのElement　Study（数字は系列番号による表示）

　　　列と等比数列のコンビネーシ
§　　ヨンの形である．その一般式

　　　は次のとおりである．

　　　　x．・＝2”十2－”JIPI＋2tt－－2P，

卜＿　　　　　－F2n－3Pe十・・・…　十2＃－m

　　　　P（PiP2・・・…はOOP　1）

　　　　この式は2躍から2堀の間

　　　の数の無限の分割を示してい

　　　ろ．したがってこの公比を持っ

　　　た等差数列の組合せである．

　　　　しかし，二の式が無限の数

　　　値を与える限り，Moduleと

　　　しては無意味である．しか

　　　し，ここでこのModuleの特

　　　徴が明確化する．このMod－

　　uleはPの何項から下を0
　　　にする二とによって有限の数

　　　．値を与える．その与え方が材
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第6図　グリッド・プランの例（1：200）　（数字は系列番号による表示）

料によって，また使用面から自由に選ぶことにより
Moduleの刻みはいろいろに変化する．しかもそれらが
一つの式によってあらわされるということは，異なった

Module間に明確な結び付けが能であるということであ
る．

　従来までの検討によって，一般に建築するModuleと

してはP，項までで十分である．
　　x・m＝：2n＋2n－1P、＋2”『2P，＋2”“2P、（P、P，P、－0・r1）

　　　n
これを表であらわすと図のとおりである．これをわたく

したちはStandard　Moduleと呼んでおり，前記一般式

をGeneral　Module（GM）と呼んでいる・

　このGMの特徴はしたがって単一のModuleではな
く，多くのModuleの総合であることが明らかとなる・

それ故このGMは単に長さだけでなく，面積や容積も
すべて含んでいる．これは工業生産的には非常に重要な

ことである．

　7．　モデュールにおける倍数の重要性

　なぜこのような方式をとったか．この結果は10年以

上の実験と理論的研究の上に導き出されたものである．

建築の使用面からの必要寸法をどのように系統立てるか

は，単純な理論的研究によって形造られるものではな
い．

　しかし，この方式をつくった中に一貫してとってきた
方針は，等差的性質を重視するということであった．建

築の設計の中では，同一の単位をくり返し使用する場合

が多い．窓のサッシ，室内に合板で壁を張る等である．

この場合に和がModuleからはずれる場合には，ほかに

どんなにすぐれた性質があっても，建築Moduleとして

は，使い難い．ルナール数が建築に使用されないのはそ

のためであり，ル・コルビュジエのモデュロールにして

も，倍数関係にある，赤，青の二系列を組み合わせるこ

とと，フィボナチのa＋b＝Cの性質を利用することに
よって，この問題を解決しようとしている．

　GM　Moduleではこの倍数関係を徹底して行うことに
よって成立させることができた．そしてこの数値のすべ

ては2nによって構成されているために，計算その他の
面において2進法の持つすべての有利な点を含んでいる

（系列の名称もまた2進法によって，000，100のように
名付けられている．）．

　このシステムの説明はいずれ機会があったら改めてし
たいと思うが，現在わたくしの研究室ではこのGM　Mo－

duleの適用性について，照明器具のように小さなもの
から，都市計画に至るまで検討を重ねている．

　8．　モデュールと一般工業の関係

　現代の建築は過去の建築と比べて材料面においても，

金属，プラスティックス等において，他の工業との共通

点が増大してきており，また建築の中に含まれる機械設

備も多くなっている．建築の寸法がModule化される
時，それらのものもModule化されなけれぽならない・
また共通な材料は，建築のModuleと他の工業の必要寸

法との問の結び付きを要求している．

　これらのことからModuleの問題は建築だけの問題で

はなく，他の工業分野の問題でもあることは明らかであ
る．それらに対してすでに決定されているルナt－一’ル数

（工業標準数）が建築に使用可能ならば，共通のモデュ

ールは比較的容易に実現するかもしれない．しかしルナ

ール数の建築への適応性の困難さは，わたくし自身の研

究においても，また各国の建築家の研究においても，す

でに実証されている．そしてルナール数以外の方法によ

っても，ルナール数のすぐれた点を造り出すことは可能

である．わたくしはこれらの点から，このModuleの研
究が建築だけではなく，多くの工業分野共通の問題とし

て進められることを期待している．そしてそれが近代工

業が真に日本に根を下すために必要であると信じてい
る．　　　　　　　　　　　　　　　　　（1958．11．4）
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